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第79回国民スポーツ大会・
第24回全国障害者スポーツ大会
会場地市町配置図
（R5.8時点）

競技会場地

正式競技 37競技
特別競技
公開競技
デモンストレーション
スポーツ

25競技
7競技
1競技

オープン競技

14競技

4競技

【身】身体障害者出場競技
【知】知的障害者出場競技
【精】精神障害者出場競技

正式競技
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開閉会式会場（平和堂HATOスタジアム）



◇誰もが主役として輝ける取組の推進

・障害者団体と連携した施設調査

・カームダウンスペースの設置

・年齢や性別、障害の有無などを問わず、

すべての人が様々な場面で輝く大会 など
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滋賀ならではの大会に
◇環境に配慮した大会の実施

・ＭＬＧｓ(マザーレイクゴールズ)宣言～琵琶湖版SDGs～

・選手等宿泊施設利用者にアメニティー持参の呼びかけ

・再生素材を使用したスタッフウェアの製作 など

◇おもてなしと滋賀の魅力発信

・びわ湖マラソンで培ったボランティア風土の醸成

・豊かな自然や歴史、文化、特産品などの地域資源

・湖上スポーツなど滋賀ならではのスポーツ環境 など

カームダウンスペース
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国スポ競技会準備（リハーサル大会）

◆ リハーサル大会開催準備
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★競技会準備

【現在の状況】

・国スポ38競技、障スポ14競技の会場地の決定

・競技会場全63施設のうち、42施設の整備完了（R５年度末現在）

・滋賀ダイハツアリーナ（R4.12）、平和堂HATOスタジアム（R5.4）

インフロニア草津アクアティクスセンター（R6.8予定）

【今年度の取組】

・市町競技施設整備費補助金による支援

・競技会場、式典会場の準備、競技用具の整備

・競技役員等養成・補助競技役員等の確保（継続）
競技会運営準備

平和堂HATOスタジアム

中高生による競技運営補助
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開催準備の状況(1/5)



★開・閉会式準備

【現在の状況】

・式典実施計画の策定（R6.3策定）

式典に参加する選手の負担軽減（時間短縮、着座での参加等）

会場全体で選手にエールを送る式典演技

びわ湖ホール声楽アンサンブル、高校生を中心とした式典音楽隊

・開・閉会式会場等整備基本設計書の作成（R6.3）

ユニットハウス、テント、仮設トイレ等の仮設施設の配置、

一般観覧者・選手等の動線等を検討

【今年度の取組】

・式典実施要項の策定、会場設営の詳細設計を実施

・開・閉会式等警備計画書（自主警備・交通警備）の作成

滋賀らしい開・閉会式に向けて
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開催準備の状況(2/5)



公式ポスター

★大会広報

【現在の状況】

◆広報啓発活動の展開

・広報物：広報誌「シャイン‼」全戸配布（年２回）

公式ポスター、イメージソングPVの作成

・メディア：テレビ・ラジオCM

・広告物の設置等：駅周辺の装飾、ラッピング電車・バス、

カウントダウンボード設置（県内９か所）等

◆啓発イベント開催による機運醸成

節目のイベントの実施（5/16 総合開会式まで500日）

・「イメージソング“シャイン!!”×びわ湖ホール声楽アンサンブル

フラッシュモブ」サプライズ企画

・「県市町と企業で大会500日前を盛り上げる!!この春夏はスポーツイベントへ

Go！～イベント周遊シールラリー～」（～8/24）

【今年度の取組】

・パブリシティの強化、屋外広告物等の設置

・企業・団体への広報啓発活動の協力依頼（継続）

企業・団体による啓発協力

啓発イベント
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開催準備の状況(3/5)



★県民参加

【現在の状況】

・ボランティアの募集（R5.10～）

開閉会式・障スポの運営：1,950人申込／ 5,200人募集（R6.4現在）

手話・要約筆記：募集人員600人に到達（R6.4現在）

・選手団サポーター養成協力校の委嘱（県内の大学・短期大学・専門学校23校）

【今年度の取組】

・運営ボランティア募集継続と各種ボランティアの研修実施

・花いっぱい運動試行栽培、応援のぼり作成（小・中学校等へ作成依頼）

・イメージソングの学校での啓発（国スポ・障スポ教室、学校内放送等）

ボランティア募集

花いっぱい運動
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★寄附・企業協賛（R6.3現在）

◆寄附（H26～）

・寄附金 約４.７億円

◆企業協賛（R4～）

・協賛金 約１億円

・協賛物品 約５千万円 車両の無償貸与（県・市町合計21台）等 寄附者銘板の設置
（平和堂HATOスタジアム）

開催準備の状況(4/5)



★宿泊・輸送準備等

【現在の状況】

・県内外のバス事業者・宿泊施設の確保

(単日最大必要日 バス：約50％、宿泊施設：国スポ約50％、障スポ約60％）※先催県と同水準

・平和堂HATOスタジアム周辺の駐車場の確保

【今年度の取組】

・宿泊・輸送センターを開設、仮配宿計画・輸送実施計画策定

・式典弁当メニューを決定（県民参加型コンテストを実施）

【現在の状況】

・ボランティアの一体的な募集、県市町イベントでの相互啓発

・協賛車両の統一ラッピング、合同お披露目式の開催

・広報・県民運動ワーキングの開催による機運醸成

【今年度の取組】

・大会公式ポスター デザインフレーム共有

・物品等の共同購入

★県市町の連携

協賛車両 合同お披露目式
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開催準備の状況(5/5)



★成年選手強化

★強化事業の質・量の充実と成績上位県の戦力分析

競技力向上対策事業のポイント

◆「成年選手確保計画」に基づく選手獲得の推進とトップアスリートへの支援

・「スポーツ特別指導員配置事業」の推進（令和６年４月現在 ５２人）

・「SHIGAアスリートナビ」を通じた選手雇用、ふるさと選手確保の推進

・全国トップクラスの実力をもつ成年選手に対する支援強化

◆2025年までの２か年強化計画（ロードマップ）に基づく事業の推進

・選手・スタッフを交えての目標・方針・スケジュールの共有

・第79回国スポ「獲得必須得点」の設定

・国体上位県の選手・戦力の情報収集

スポーツ特別指導員
（カヌー・柔道）

★国体における天皇杯順位の結果と目標

開催年 Ｈ２９ Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２・Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

開催地 愛 媛 福 井 茨 城 中止・延期 栃 木 鹿児島 佐 賀 滋 賀

順 位 ３９位 ３１位 ３０位 ― ２０位 １７位 ３位以内 優 勝

10



★障害者スポーツ

★指導体制強化

障スポ大会の競技の様子

★◆わたSHIGA輝く障スポに向けた取組の推進

・「2025強化指定選手・スタッフリスト」に基づく選手・スタッフの

発掘、確保

・強化指定選手の育成・強化事業への支援拡充

・練習パートナー創出等を通じた練習機会の充実

★少年選手強化

◆少年（ターゲットエイジ）強化指定選手の精選と強化事業の質・量の拡充

・精選した強化指定選手に対する計画的な強化事業の実施

・全国トップレベルの選手の県内高校への進学促進

少年選手の強化
(スポーツクライミング)

★選手の意欲向上と機運醸成のための情報発信

◆「強化指定選手認定式」の実施（冬季競技 6/7、本大会少年選手 12/20）

・「強化指定メンバーリスト」掲載選手を強化指定選手として認定

◆滋賀のアスリートの活躍の発信と本県代表選手を応援しようとする機運の醸成

・知事による強化事業の視察・激励や会場市町との連携によるアスリートの活躍の発信

◆国体出場選手・チームの指導体制の確立と選手サポート

・強化事業に参加する教職員の所属校に対する負担軽減措置（非常勤講師の配置等）

・極めて優れた指導力をもつ「スーパーアドバイザー」の定期的な招聘
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一人ひとりが輝く未来の滋賀
に向けた施策を検討

健康づくり、食、観光、
ＭＬＧｓ、ユニバーサル、
ホスピタリティ など

レガシー2025創出推進本部の趣旨 ～一人ひとりの“輝き”に向けた

〇 「いのち輝く未来のデザイン」と「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ」の共通項
〇 滋賀県庁のパーパスとの共通項

国スポ・障スポで得られたもの

スポーツをめぐる
想い 場・環境 ノウハウ

テーマの共通項 いのち輝く未来社会のデザイン
“輝く” わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ

大阪・関西万博が提案する

いのちを支える技術・文化
未来社会のデザイン

滋賀県庁のパーパス

琵琶湖とくらしを守る
三方よしで笑顔を広げる
豊かな未来をともにつくる

わくわく楽しい滋賀

健康と活力の滋賀

ともにいきる滋賀

夢と希望を描ける滋賀“出会い”つながる
“出会い”うまれる

≪レガシー創出のイメージ（予算公表資料）≫
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13

両大会のレガシーについて ～開催基本構想の視点～

① 生涯にわたり健康でスポーツに取り組む滋賀の人々 ⑤ 全国や世界の舞台で活躍する滋賀のアスリート

・スポーツ実施率の向上
・シンボルスポーツの創出・定着
・健康寿命の延伸

・競技力の向上
・県民のスポーツに対する高い関心
・質の高い指導者等
・少年から成年までの一貫した指導体制の確立

② スポーツで輝く滋賀の子ども・若者・女性 ⑥ 持続可能な滋賀への貢献

・スポーツ推進の次世代の担い手
・スポーツに親しむ女性が増加し、活躍できる環境
・スポーツに取り組む機会の充実

・大会運営の簡素・効率化および既存施設の活用等
・持続的に有効活用されるスポーツ施設
・県民の環境配慮意識のさらなる向上

③ 連携・協働で伸ばされた「滋賀の力」 ⑦ 人がともに支え合う滋賀

・地域の連帯感や郷土愛の醸成
・経験豊富なスポーツボランティア
・スポーツを支える文化の定着
・社会貢献活動のさらなる活性化

・障害に関する知識や障害者理解の普及
・「心のバリアフリー」の普及
・障害者スポーツの普及
・誰もが利用しやすいスポーツ施設

④ 魅力と活力にあふれる滋賀

・「滋賀ファン」の増加
・認知度が高まり、さらに磨き上げられる滋賀の魅力
・スポーツツーリズム等の普及
・プロスポーツ等の興行、滋賀の食、観光、文化の発信

〇 両大会の開催基本構想（令和元年５月策定、令和３年３月一部改正）において、開催準備
および大会運営に係る取組とともに７つのレガシーおよび実施目標が示されている。

● 『開催基本構想』の７つのレガシー
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・R７に検討した取組の始動

レガシー創出へとつながる今後のイメージ

R8（２０２６）～
（国スポ・障スポ、万博後）

R６（２０２４）
（国スポ・障スポ、万博前年）

R７～R８（２０２５～２０２６）
（国スポ・障スポ、万博開催年・開催後）

≪第1回≫R6.4.１６
・国スポ・障スポ準備状況報告
・目指すべき方向性の確認

関連する取組を幅広に照会
⇒第2回以降の検討に活用
⇒取組の横展開を図り、統一的にPR

レガシー創出・定着

レガシー創出を
見据えた準備・PR

レガシー創出施策検討

◎レガシー２０２５創出推進本部立ち上げ

実施目標達成に向けた取組検討
～レガシー創出を見据えた未来図の作成～

レガシー定着に向けた取組始動
～国スポ・障スポ、万博から未来へつなぐ～

レガシー創出に向けた取組検討
～ノウハウやネットワークを生かした施策検討～

・レガシーとして未来へ引き継ぐ施策の検討
【想定例①】
一人ひとりが輝く未来の滋賀に向けた「健康づくり」
⇒スポーツを通じた健康しがの実現に
向けた民間とのプラットフォームの検討

【想定例②】
「滋賀の食・観光・文化の発信」
⇒大会を契機に全国に発信した滋賀の食・観光・文化等
をパッケージとして造成

・R6に検討した取組実施

・始動した取組が派生・波及しながら未来の滋賀に定着していく
姿を庁内で共有

≪第２回≫R6.6
７つのレガシーのうちテーマを絞った取組検討①
≪第３回≫R6.7
７つのレガシーのうちテーマを絞った取組検討②

≪第4回≫R6.9
部局間の予算の共有と連携調整
⇒施策構築へ反映
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